
脳梗塞
寝たきりの原因にもなる疾患
｢３人に１人」が死亡か後遺症に

心筋梗塞
突然死の危険のある疾患
年間「約１５万人」が発症

ご希望の方はお名前をご記入のうえ、健診当日受付にご提出ください｡

14,300円
生活習慣を改善し、早期に予防することが大切

本当は怖い動脈硬化

LOX-index®
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オプション検査

ロックスインデックス

脳血管疾患・心疾患の年間死亡者数はがんと同水準。

｢４人に１人」が動脈硬化を一因とする疾患で亡くなっています。

LOX-index®は動脈硬化の進行から将来の脳梗塞・心筋梗塞の
発症までを予測できる新しい血液検査です。

脳梗塞・心筋梗塞は
ある日突然発症します
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動脈硬化は自覚症状がないまま進行し、ある日突然脳梗塞や心筋梗塞を

発症します。

健康な血管 プラーク発生 血栓が形成 脳/心筋梗塞

検査
料金

気が付かないまま経過 発　症

採血のみで簡単に検査できます



Q & A　よくあるご質問

いいえ。実際に脳梗塞になっているかどうかを見ているのではなく、将来的に脳梗塞
や心筋梗塞になりやすい状態にあるかどうかを調べるための検査です。

採血した時点の体質を見るものとなりますので、年に一度程度、健診や人間ドックに
併せてのご受診をおすすめします。

検査結果のアドバイスに従って生活習慣などの見直しを行うことをおすすめします。
必要に応じて血管の硬さやつまり具合を調べる検査の受診もおすすめします。

Q. 実際に脳梗塞になっているかわかりますか？

Q. 検査は一度だけ受ければよいの？

Q. 検査結果が悪かった場合は？

LOX-index®でどうして将来のリスクがわかるの？
検査では血液中の酸化した超悪玉コレステロール［ＬＡＢ］と、それを
血管の壁に取り込んで動脈硬化を進ませる［ＬＯＸー１］という蛋白質
を測定します。動脈硬化の進行から将来の脳梗塞や心筋梗塞の発症危険

度（リスク）を評価します。

このような方に LOX-index®をおすすめします

ＬＯＸ-１

ＬAB

現状のリスクを
確認してみませんか？

肥満気味である

高血圧、脂質異常症、糖尿病などの持病がある

脂っこい食事や塩辛い食べものをよく食べる

たばこを吸っている、もしくは吸っていた

定期的な運動をしていない

LOX-index®専用

の結果報告書を

お送りいたします

検査結果報告書
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［ＬＯＸー１］ ［ＬＡＢ］

日本国内で行われた追跡研究の結果、

LOX-index®の値が高いと将来の脳梗塞
発症率は約３倍、心筋梗塞発症率は約

２倍となることがわかっています。

LOX-index®値が高い方は、生活習慣を
改善し予防対策に取り組みましょう。

※参考：Nobutaka Inoue, et al., LOX-index, a Novel 
Predictive Biochemical Marker for Coronary Heart 
Disease and Stroke, Clinical Chemistry 56:4 
550-558 (2010)

LOX-index®の値が高いと・・・

LOX-index®検査では何を測っているの？

ＬAB

ＬＯＸ-１

ＬＯＸ-１

ＬAB

LOX-1は血液中から異物を取リ除く働きをして
います。本検査で実際に測定しているsLOX-1は
LOX-1が血中に溶け出した状態のもので、炎症
で上昇することが知られています。

LAB（超悪玉コレステロール） は、LDLが
酸化し、より悪玉化した状態です。LABの
値が高い方は酸化ストレスが進んでいると
考えられます。

LDLが活性酸素に影響を受けて、LAB（超悪玉コ 
レステロール）に変化します。超悪玉化したLAB 
はカラダに吸収されず、血中を漂います。

LOX-1が血中を漂って
いる異物（LAB）を認
識し、捕らえます。

異物（LAB）と結合するこ
とで血管の壁にダメージを
与えます。

LOX-index®では血管の中に脂質が入っていくメカニズムに着目し、
カラダのサビつき度合いの指標となる［ＬＡＢ］超悪玉化したコレステ
ロールと、それと結合をして動脈硬化を進行させる［ＬＯＸー１］（血
管の炎症度合いの指標）という蛋白質の２項目を測定しています。

ＬAB

ＬDL

活性酸素

リスク分類

※リウマチ、妊娠中、出産後、熱がある場合は、検査数値が高く出る可能性があります。※脂質異常症治療薬、抗血小板薬、降圧剤を

服用されている場合は、検査数値が低く出る可能性があります。(その場合は薬を服用されている現状のリスクを評価しています）

sLOX-1　 （基準値　　　　  ）

LAB （基準値　　　　  ）

LOX-index®

sLOX-1の値とLAB（超悪玉コレステロール）の値をかけ合わせたものが

LOX-index®の値です。LOX-index®の値をもとに高リスク群、中高リスク
群、中リスク群、低リスク群の４段階でリスク群を設定しています。

LOX-index®が 7,161 以上

LOX-index®が 7,160 以下  かつ  LABが 8.0 以上  または  sLOX-1が 1,441 以上

LOX-index®が 1,068 以下  かつ  LABが 7.9 以下  かつ  sLOX-1が 1,440 以下

低、中高、高リスク群以外

LOX-index®＝sLOX-1×LAB

脳梗塞・心筋梗塞発症リスク検査LOX-index® ロックス・インデックス
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心筋梗塞発症との関係
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脳梗塞発症との関係
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今回のLOX-index検査の結果では、超悪玉コレステロールLABとsLOX-1の数値がともに高い状態でした。

LABは、体内で活性酸素が発生し、LDLコレステロールがサビつく事で生成されます。活性酸素とは、体内

のあらゆる物質の劣化を促進する酸素で、喫煙や運動不足、疲労などによって増加します。動脈硬化だけで

なく、様々な生活習慣病の原因となるため、体の中の活性酸素の発生を抑えることと、活性酸素への抵抗力

を高めることが重要です。sLOX-1は、酸化LDLの上昇や炎症によって発現が促進され、数値が上昇するこ

とが知られています。sLOX-1を上昇させる要因としては、慢性的なストレスや生活習慣の乱れがあげられ

ます。sLOX-1を減少させるためには、喫煙や運動不足などの生活習慣を今一度見直し、ストレスを溜めす

ぎないように適度な休養を取ることが有効です。また、必要に応じて頚動脈エコーなどの二次検査の受診を

検討されることをおすすめします。LOX-indexは生活習慣の改善によって、値が下がることも知られていま

す。半年から1年後にLOX-index検査を再受検頂くことをおすすめします。
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●妊娠中は検査を控えてください。（妊娠中、出産後３ヶ

月以内の方は検査数値が高く出る傾向があります）●リ

ウマチ、熱がある場合は検査数値が高く出る可能性があ

ります。●脂質異常症治療薬、抗血小板薬、降圧剤を服

用している方は、検査数値が低く出る可能性があります。

検査に関する注意点


